
令和６年３月号 

香南中図書館発行 

年度末の図書館利用について 

     ３年生  ･･･   返却完了 ３月 １日（金）まで  

       １・２年生 ･･･   返却完了 ３月 ８日（金）まで  

※ 返却完了期限までに、借りた本の返却をお願いします。 

※ 図書館閉館時は、返却 BOX に入れてください。 

 

これからも本をそばに！ 

      この一年どんな本と出会いましたか？  

あなたの生活に、本は彩を添えてくれましたか？ 

これから先の長い人生、みなさんが生活するそばには必ず本があります。学校には学校図書館が、 

地域には公共図書館が無料で本を貸してくれます。求める気持ちがあればすぐそばに。 

これからも本との出会いが続きますように。 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心にとっての読書は、 

身体にとっての運動と同じである。 

リチャード・スティール（アイルランドの作家 

／1672－1729） 

 

良い本は私の人生におけるイベントである。 

スタンダール（フランスの小説家／1783－1842） 

 

本を読むことが、読書なのではありません。 

自分の心のなかに失いたくない言葉の蓄え場所を 

つくりだすのが読書です。 

長田弘『読書からはじまる』(詩人／1939-2015) 

 

作家は本を始めるだけである。 

読者が本を終わらせる。 

サミュエル・ジョンソン 

（イギリスの文学者／1709－1784） 

 

今日の読書こそ、真の学問である。 

吉田松陰（幕末の長州藩士／1830－1859） 

 

少しの隙あらば、 

物の本を、文字のある物を懐に入れ、 

常に人目を忍び、見るべし。 

北条早雲（戦国時代初期の武将／ 

1456－1519） 

あなたが絶対に知るべき唯一のものとは、 

図書館の場所である。 

アルベルト・アインシュタイン（ドイツ生まれ

の物理学者／1879－1955） 

 



 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「きみの友だち」（重松清／新潮社）

「ごめんね」「ありがとう」 

難しい言葉ではないのに、あのとき

は言えなかった。素直になるのは 

難しい･･･ 

 

 

「山椒魚」（井伏鱒二／新潮文庫） 

哀しいくらいの孤独のなかに

芽生える友情って・・・ 

 

「あらしのよるに」 

（きむらゆういち／講談社） 

自分以外の誰かを 

慈しむ心から芽生える

友情は永遠！？ 

 

「友情」（武者小路実篤／新潮文庫） 

いつの世も 

三角関係は苦しくせつない。 

 

「星空ロック」 

（那須田淳／あすなろ書房） 

14歳の少年レオと 90歳の 

ケチルとの友情！ 
「こころ」（夏目漱石／新潮文庫） 

友を裏切った後悔の人生。 

「青春の門」（五木寛之／講談社） 

自分がやらなければならない

ことを見つけたい。自分だけ

にやれること。 

 

 

「塩狩峠」（三浦綾子／新潮文庫） 

明治 42 年 2 月 28 日の夜に実

際起こった鉄道事故。 

身を投げ出して列車を止めた人、

永野信夫。 

 

 

「100 回泣くこと」 

（中村航／小学館） 

もし恋人が余命 3 か月と

いわれたら・・・。 

 

「マザー・テレサ」（沖守弘／講談社） 

実は”肝っ玉かあさん”だった！？ 

 

 
もう読んだ？ 

あっ、まだ…

だ？ 

「太陽の子」 

（灰谷健次郎／角川文庫） 

気の遠くなるほど怖い思い

をした人が、とても優しい

だなんて。登場人物たちの

嘆きを受け感じてほしい。 

 

 

「岳物語」（椎名誠／集英社文庫） 

坊主頭のわんぱく少年を見守

る親のまなざし。親子の関係の

あり方を考えてみるきっかけ

になるかも。 

 

 

「伝説のエンドーくん」 

（まはら三桃／小学館） 

悩み多き生徒と向き合う、 

悩み多き教師たち。 

生徒の前では決して見せな 

い教師の姿。 

 

 

 

「博士の愛した数式」 

（小川洋子／新潮文庫） 

限りある時間を精一杯生きる。

家政婦親子との温かく静かな

日常。 

 

 

香南中図書館 8,354冊の本には 

まだまだ心ときめく本があります！ 

自分の心にピッタリを見つけてね。 


